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新 Tl 紹 介 


Elements of optical mineralogy, Part II (4th edition) by 
A. N. and Winchell, H. 
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フイ ライ ト ; Corichalcite, cornwallite, enchroite, liroconite 及び olive- 


nite; Empressite と Stuetzite 
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新 刊 紹 介 


Elements of optical mineralogy, Part II (4th edition), Winchell, 
A. N., Winchell, H. #3 iit BH2nCUROMPBRE 加え て , BELA 
Winchell Fico CH 4 版 が 刊行 され た 。 AGE 531 B, M427 図 で , 第 3 版 
に 較べ る と 約 25% 増大 し て いる が , 良質 の 用 約 が 用 いら れ た た め あめ , 厚 さ に は 変り が な 
Wo 鈴 物 の 定 載 の 初め に X MAND BsM2bh, FOMMAMEL LTHENTWS © 
た め あめ 重宝 で ある 。 釣 惣 の 配列 は ※ MAAS a HEPOCWZo BicHor & 10> BD 
% I. Elements, II. Halides, III. Sulfides, IV. Oxides, V. Carbonates, VI. 
Other mineral carbon compounds, VII. Borates, VIII. Sulfates, IX, Phosp- 
hates, X. Silicates. 

YIABIL7 Fy AKO Np, Nm, Ng の 代り に , Nx, Ny, Nz で 示さ れ , 匹 成分 の 混 
WRITER C 示し た 場合 に その BERS AK TSBOO H. Winchell の 考 寄 し た 図 

が 添加 され , 魚 半 石 族 に 就 い て は 作成 分 の 混 比 と 光学 性 質 の 関係 を 示す 図 の 試 容 が 指 げ 
られ て いる 。 BEAR CLBAIBIAY 示す 曲線 が 訂正 され , X Nieuwenkamp 0% 
BLEMEIEAKOS AHO て 比 か ら 成 分 を 求め る る 新 方 法 が 付け 加 を られ , 新 鉱物 の 中 に 
は 本 邦 で MEMS Di NBA, FIA, PURE PER SAMS NCW So BBM 
PICIRSICH RAY, ABO ER これ に あ で て られ で いる 、 (John Wiley & Sons, 
New York, 4, Bet $ 13.35) (KE 

PASE TREE «=Keevil, N. B. CHAEITOIRICBET 4M XORMOP CHEK | 
で ある 。 BARHRE RRO PNRED 6B SEMROMED MDD bir, 又 放 第 能 の 異常 
分 布 か ら 踊 訂 が 足 め られ , BAPORNREDBDbAAON NOMS o BiwOMAIC 
素 に 中 性 子 を 人 工 的 に あて て 得 ら れ た 放出 能 は logging method と し て で 役に立つ 。 種々 
の 岩石 中 の 放射 元 素 は 塩基 隆 岩 石 よ り も 花 賠 岩 や マゲ グッ タイ ト の 方 に 多く , RENE 
ADM SPRL CS tee 放射 能 か ら 計 算 さ れ た He と Pb の 比 か ら , He tk, OSE 
は 同位 元素 法 に よ ょ つて 地質 時 代 を 計算 する こと が 出來 る 。 

PAILS OMRMAAD He 年 齢 を 示す と 次 の 潤 で ある 。 


産 地 Helium Index 地質 里 代 He Gio 
Yellowstone Park 12 中 新 世 21 
Newfoundland 53 Sih ff 105 
Quebec 61 SE 120 
Newfoundland 321 AMEW SA Af 530 
Wyoming 200 ケ ウ イイ ナツ 統 575 


He RISA EHCIC, 釣 物 の 変質 等 に 依 つ て He 逃げ だ し た た め の 次 点 が ある が , HHA 
学 的 に 知ら れ な い 継 な 上 時代 を 決め る 際 に こ は 有効 で あろ 3。 mkt eho Ae + 石 に 用 
WENCH), LHX AtCOwMo 同位 元素 の 共 史 を RET SO LD, CORO 鉱物 の 
成因 を 穴 め る こと が 出来 る 。 New Jersey 引 , Franklin and Sterling Hill 産 鉱物 の 
BUNREILROREC HA. (1) RIK, barylite;7, (2) yz awe, 含 Be ¥xxwE; 
3.2—4.6, (3) Schefferite, m@kOk, PIAEMHOK 2.0-—3.0, (4) 紅 亜 鉛 鉱 1.5—2.0, (5) 
RESHGADL, EEMRURGNGK O.9—1.5, (6) HERG, PAG 0.8—1.2 = ( 皿 位 は <&/mg/hr 
で 示さ れ た 放射 能 \. (Am. Min. 35, 816—833, 1950) (KE) 
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Thermal study of copper ores from the Akayama mine, 
Yamagata Prefecture: Second report (continued) 


E 木 # 導 (Asahiko Sugaki) 


i) 江 # 載 (Noritoshi Yamae) 


ih U @ i HO B tt 

1) 430°C 2hrs., GRE, BAIGLAGIASERIBIML MAK LES, 

2) 400°C Shrs., HAEFWRL THOS, Hi (AIC AE ET 
%, PL 6~10hrs. で は 完全 に 消滅 。 

3) 350°C 10~20 hrs., 銅 哀 可 な り 多 量 未 変化 の まい 残存 。 30 hrs. で 
は 大 部 分 消失 する が , 僅か 局部 に 認め られ , 50 hrs. 以上 で 途 に 完 
21. 

4) 300°C 80~100 hrs. “CIS PEELS PRE FE, 120~140hrs. で は 
PRA LIAS ADS, HK ICSE GB, 157 hrs. で は 総 て 消失 。 

等 の 様 で ; A 7D (RUC 4 SWRE, BRS GK DO ANUMT DESMA ICAL, 完全 
Ee DE ED. | 

次 に 上 記 の 如く AARASSES IC 消失 し た を 試料 を 再び 200°C 前 後 の 況 度 で 

6~24 hrs. Anes a ik FIC PREWMGLE Ebr SEER DSL v AHKOM PRA 


KL CRESISE BIC BAICIA DI CES GARD S. THE MMBRMRILE 


者 の 一 人 (A. S) が が 先 に 実験 し た ARTA EDERIGAIC ATS DOM, と 


の 場合 は 本 実験 の 場合 より 寧ろ 題 装 に 輝 銅鉱 格 子 を 現 出 する 。 と れ に 就 い 
Clas OBS ICEL (MEP TF SPECHS, 


SAW i REL Gy 56 FS 35 8 3 4 WB A 26 AE 8 
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(1), CORR OREMRILE AMES (Ur ZO OI (IRI 24 年 12 月 ) “CHEE L to 
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PRS L ORE GREK O RGIS MIMILELIGLO SACLE, こと こ 
HLEFEXIETED SHEATHS OSB IC EAL = CAL % MAUR AKIC Evo 
いて いる 。 こ と の 様 な 試料 を 加熱 すれ ば , LALA LIRR ELON R 
Hic 作用 し て KORG MKS SARE ATS, 即ち hr. 各 熱 の 場合 , 
300°C BH Eb (EDs 7 AS 6 GHEE OF BREA AN RS EME + ISL» 黄銅 鉱 
EET SIAOMS Lk DAL (MEALS ARTZ, COPMAKAEEO 
上 昇 に 任 な つて 増進 し , 350°C CE MMIRD PIB IC AMES EHR IC STE S 
残り , COMME CHLONSLE £ Te S (HB 3 BBR). 380°~400°C 附近 で 
は 更に 反応 進行 し , 極 く 僅か 局部 共に SHE DS PRET ZT IRIEL HD, 
410°~420°C 以上 で は 残存 錦 苑 及 び 粒 錦 鉄 る 総 て 黄銅 鉱 と 作用 し て 原 銅 藍 
MIKE D & POBW 20~250 普通 50~100 un ASL OAK ABE SASL AE IR 
CfEL CL EF. (AL WAM ASSES (CHEGMS ED S URGES GARE OG SR 
の 分 量 に よ つ て 多少 異な る 。 従 つ て 上 記 の 410°~420°C な る 湿度 は 珍 均 
的 な る の で 一 定 な も の で は な い 。 

新しく 生成 され た を 夷 銅 鉄 は それ 特有 の 淡紅 礼 色 を 呈し , 十字 = ュ コル 下 で 
非 等 方 性 を 示さ まず, HNO。 (1 : 1,,conc.) で 発泡 , 4/)¢RSL cc BRA 
を 生じ , TE ARKO AIRE BTS, RL KCN (20%) で 容易 に 犯 
SI CRHEEL » FeCl; (20%) で 視 変 , SPHERE & AL 208, HCl (1:1), 
AgCl, (fi0#1), KOH (fw) で は 犯さ れ な い 。 と の 性 質 は 従来 の 医 銅 鉄 の 
記載 や” に 一 致す る 。 
LAD RSE 加熱 時 間 に WS ALE Cc 進行 し , 5 hrs. WnBko 時 に は 
400° し “Chie BRERSMAMIRIL BS COERISIMEL » 10 hrs. の 場合 に は 350°C 
で 著しく 反応 し , 極 く 僅か 局部 に 下 存 する 程度 と な り , SO UBEG 24 hrs. 
加 熟 すれ ば 総 て 黄銅 鉄 化し , 完全 に 消滅 す る 。 更に 100 hrs. LED Wye 
で は 300°C OPC % PUPS L RSL CIPRL OC An, Biches 
KIOTLESD. HHT OWRITSITRGAIM AK CHAO CIR, BES 
Sith OGRE, -BRONOKANIR & OAK T-& OIC LAL, RENN BREDA 
=F DEGNGLE ERT So HC Hert L PeBEGGL— WE SMGL VA TRIC IAC, FEA 
GIAAIE IC PETE OMD DIK, BESUIK, MURICBHED Zt 2 eat~ 
た が , その うち 後者 の 一 部 は 恐らく 上 記 の 反応 に よ つ て 生じ た を も の と 考 を - 
られ る 。 


以上 の 反応 は 光 式 で 表わさ れる も の と 信 ま る 。 


1) M.N. Short, Micr. Determ. Ore Minerals. U. S. Geo]. Surv. Bull. 1931 
C. M. Farnham, Determ. Opaque Minerals. New York, 1931 
J. Murdoch, Micro. Determ. Opaque Minerals. 1916 


300°C, 10 hours 友 府 後 窟 中 冷却 lo SABE 0 Lone Ee 
Co) と の 反応 に 。 
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470°C, 1 hour ind 


Pdi te BB GEA (Pr)。 
Py; 初生 黄 鉄鉱 x92 


B80) ND OS seeder roa 
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oe Ho SASK ot (bo) の 


鞭 銅 鉱 薄葉 及び 銅 監 


So 


TEOMA ORR 
PASM PhAST SE 


分 解 に よ つ て 新しく 
HESSL AMIR TEAIA Ko 


a eee as 2 ae : 
2CusS + CuFeS, >= Cu;FeS, (1) E 
BREWS, == BEES BEG GL 
NS Crs. ES (2) 


SW BRS BATE | 
4CuS + CuFeS, = Cu,FeS, + 2S (3) | 
Sie BES, = BESS BARE ] 
ADS Est (1) の 如く , AIK OBRGMSKIS PEREGO L RPSL CHESMALR 
生成 する が , GROG IE (2) RORIC ABBE Ik CES RRS & Pe 
bY, 次 いで (1) HORS CHPBIBLEt SHBSL, (3) stom’, 直接 黄銅 
GRE (EAL CHEGITLE VEZBRLRBAS, TORMCAS OMB 0 
BELRALME COS EOL BDNS) CHICHVTRIBOTCHL OR 
TTS. TORIC ED OMMUEt C, 2 BORUESDATEIC RSL CBI 
の 硫化 鉱物 を 生成 する と 云う 現象 は 注目 に 値 し , 今 迄 考 を られ て いる 既存 
硫化 鉄 物 と 硫酸 銅 深 液 と の 作用 に ょ つて 生じ る 二 炊 的 護 氏 人 鉱 の 外 に , BS 
BRICKED ( BESIGLOA RE HA AUB BDZ, 
次 に 本 実験 の 結果 を 表示 すれ ば 第 1 HOM. CH 2, 


= 鐵 HO 生 RK a 


Thr. pehoee, 370°C DLE GIR FEL EDs ¢ 4 BlOR er 


PLDSDEGIS OSES ICRA THE ROB ICA 2, ZOWMORS 
BEHELD LORLG(, AW CHENG, BEM OBER, Trop oMGNSL a 
中 の 順 で , RIC RIL LE A OBSICS (PlbN SalI d 2, LO | 


Da ey KL 普通 $~50 pu eT 20~30 mu 内 外 の 他 形 或いは EIA CH ic? 
FUEL, fe A BESNOKINIC 生ま る 窪み の 周囲 に 図 の 如く BYRIC HEA 
Bo COMBI MBED_ EFL ILIC HEL , 410° ~420°C 以上 で は 特に 閉じ 


{5 その 分 量 及び 結 品 の 大 き さ を 増加 する 。 一 方 と の 現 祭 は 琉 銅 伯 中 の 葵 
Shi FA OG: BREN BAMUIK OUBRELR L WE AMEE ZG BSD OB 
GSN FR OSM AMIR DAA EDAS DEL ¢ Tetn 350°C 以下 の 注 度 で は , と 
PELOS WET A EBLIOM CATED, HESS FR OSE ROW 
DE T2 410°~430°C 以上 た に な れ ば , と の 次 鉄 鉄 の 現 出 る HL CRS, 
以上 は Tbr. MOR CH AS, MHI UE, 上 記 の 370°C LL 
POUBEC % SEGARA], ADS 

1) 350°C, Shrs. “Cid HORSE BLM Cokie ons, 10hrs. の 場合 に は 少 

量 現 出 する 。 : 
2) 300°C, 10~80hrs. で は 未だ 現われ な い が , 100~120hrs. で ば 微粒 


ihe 


1) H. Posnjak, E. T. Allen and H. E. Merwin, Econ. Geol. 10,491, 1915% 


y 第 1 RX 
im BA i BE | om 3A BS SH MS, HE $8 OL AM AR OB 4b 
4 ee a Sc a 痢 和合 で 
i 殆 ん ど 変 化 な し 殆 ん ど 変 化 せ ず 
200 12 F 
250 on Cc 僅か 淡色 化す る _ : 7 
Cc. の 周 園 は Bo EL KADLOESE BET SB 
1 Cv. の 周 脅 も 一 部 C に 移 AUR aD Bo. {4L 
= {BELTS WS 
1 
Co. は 一 部 成 存 , AHAB Fe BRD A RIC BML D 
5 ReBEn C toa Be iss a2 Oe 
MARAAL LCT b ORK 大 部 分 Cv. Ce. (Cp LR 
300 10 せら れ , Wet SDR | REL Bo 化し て い 、 る が 局部 
に Cv Be 的 た Cv Or Be 残存 
80 ASAI L Cl DBREY | Cv. Co. 共に 殆 ん ど Bo 化 」 
{ELTA Cv. Eh | Lc” 
100 2 IEA ONY | lays, 
120 | ABA. RISKIC URE < 
Cv. Se ee | 
140 KEBR. 稀 に Cv. BE 2 
1 FAL EF NCR ” 
Cc. の 周 園 Bo. + iie—H | , D Cv, 
1 gt b Ce 化 せ られ る が age OYA Bo. 化 
KEV RAIL EE BE 
Co. 大 部 分 Bo. 中 た に 吸 政 せ 
5 られ る が Cv. は 一 部 分 Cc. | 大 部 分 Bo: 化し て いる が 
{EF BOA Cte OBE | CV. — AUREL CVA 
の まま 残存 
Cp. EO RHEL < HAL 
10 7 Ei Bo. CN ZW 
350 — FRE (Lee 
CO\Cy- Fee Bo. FAC 
24 Bh CHB, 一 部 Cv.Cc. | 総 て Bo. 化す る 
aE 
30 We uM 
40 大 部 潤 成 了 る が 局部 的 に 
ae 僅 淡 人 色 Cv. WATE] 
0 LOCH CBE る 
60 “uM “ 
70 総 て Bo. (cles bHisie ” 
DR re Sa eae 
Bie IBF AOE | MMARO 中 に —% MLD 
8 1 je cave, WC a | Cv. Co. Be 
a Ec: 


\ 


TP, 2258) SRY och 


SR EMR RSAB 


70 Bees 
: 脈 の EET 
aye we. ‘ alae ee 
f : Cc. Aa Rubia, Cv 可 大 部 分 Bo. 化す る , We 
1 Rope RIKIBRF SB SRO A WEEEAL, Cv. REE = 
5 | MOUAL ERT 20%, MC Bo. Lich sie Bere 
Es Cv BE せ ず ig 
200 。 | RC Bo. FICIAL, Co, ‘ 
7 Cv. 共に み ら れ な い 
7 a Ww 
8 2 uw 
10 ut “ 
/ Ce, Cv Fey Rar, © Bo FR, P¥RC Bo. を 生成 し 
RS a BUX | 細 脈 は み ら れ な い 
ee q BC Bo. 化す る 
MALES CIAL, Co,Cv は 
430 2 8 られ な い . BELISIC AMIE > 
ORD BALBETS 
3 ” uv 
5 u uw 
| KAUNAS 42, 僅か 
. 440 1 AE slg f& : 
1 Fav IRR, 試料 にょ よ つて | a 
は 極 く 稀 に 淡色 化 Cv. BBE | 
350) Ti ” 
総 て Bo. Hcy i; 
460 1 i 3 
470 1 x 
490 ] uv Ww 


Bo. SHS MK, 
Pe Lok A 
mT Z 


Co. HESRO, Cp. -BaSRe, = Cv. Sia PN 


GH < eae, 157hrs. で は 前 者 の 結 品 より 大 きい る の が 少 


等 で , KeHOwS LIOR LACH S RIT ING A TRGM SES FR OSA 
Ee BESWALTR OTB AIR L GT S 

ELD DIE si RAVE RUBE TIC BAC GES RDI SIC BARGE BE 同様 な 
f4, 光沢 ) 硬度 を 有 し , += FUP CIFE THES RSH, HNO; (1: 1) 
で は 発泡 し な い が , HNO, (Conc) で 徐 * に 発泡 し , その 蒸気 で 変 彩 す る 。 
併 し HCl, KCN, FeCl, KOH, HgGl, CHE (MAN KW, 
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| WMPRIC £ SILO 生成 に 関し て は Merwin, Lombard? 両氏 の 研究 

が ある 。 こ と の 実験 に よれ ば , 455 HOBIE FIC A CHESS It 550°~ 

637°C, BEGHBK IL 484°~550°C. の 注 度 で 夫々 分 烈 し , PGRGKE SHES 3 

と と に な つて いる ろ 。 又 筆 者 の 一 人 (A. S) は 先 に 実験 し た REESE 

一 班 銅 鉄 格 隆 共生 体 の 研究 中 , 著しく GWRUE SI CUS BESTEKO ERE 

400°~430°C 以上 で 1hr. Int h LHEGDML , NEED DRE 

ECO Dw Ob t FIC LECOUEED LIC WAT UE, 矢 張 り 同 種 の 黄 鉄 

GheARTSLW5FWRE GR Fe, TCORORAMOM IRAE AES 

の 場合 と 全く 同様 で ある 。 併 し 銅 藍 及び 黄銅 鉄 格子 を 含ま な い 朝 鮮 輸 洞 鉄 

| WA BRS a REOPENS A FOE \ LALOIRRELA KIC JMBAL Ch 

ILD ORI, 以上 の 事実 か ら 

1) 上 記 の 黄 鉄 鉄 の 生成 に は 和 遊離 の 硫黄 の 存在 が 必要 で ある 。 

2) 加熱 実験 中 銅 藍 は 2CuS > Cu,S + S On ¢ BRAK L BEDE L IC EE 
Ls CORAHRAROA RICH i) 重要 な 役割 を 演 ま る る の と 思 . 
DILS,. HSE MRAP OM O— Se 
れ た を ゃ の と 考 を て 差 哀 え あ る まい 。 

3) PESWSK A OPEL ORAL AMOI Bb 供給 せら れる が ;, 

一 部 分 は 格子 区 黄 銅 鉄 か ら ゃ 供給 せら れる る も の と 考え を られ る 。 

黄銅 鉄 中 の 黄 鉄 鉄 は 2) CAO SHROVMBAIC LOT MHRA EAS 
分 解 し た を 結果 生じ た も ので, RRO UME HA CIs DESIG £ DOSY 
解 し 難い 様 で ある 。 こ と の こと と は Merwin-Lombard 両氏 の 実験 か ら 
bm SEER SN 4. 

— SPSS. PARRA DAK SM RISA aE 


2CusFeS, + S=5CuS + 2 Fes, (1) 
DEGWSk Beit WReda, soko 

5 CuFeS, + 2S = Cu,FeS, + 4 FeS, (2) 
Sek 硫黄 = ERM TK 

2 CuFeS, + S = Cu,S + 2 FeS, (3) 


BONS 硫黄 PRONG PROGR 
で , BEGIBLO—ABie (1) 式 の 如く BSKOPE COMEL CNG x を 生じ , 
% Dies PEBBLE Mk LCRA ETRE LC UR 
(1— x) Cu,FeS, + PE Cus x<1 
の 成分 と なり, 一 方 黄銅 鯨 は (2), (3) Keobn < SL BBG y, z を 生成 
する と 共に それ 自身 は 麺 銅 鉄 或 い は 輝 銅 鉱 の 成分 に 富み , 全体 と し て 
1) H. E. Merwin and R. H. Lombard Econ. Geol. vol 32, 1937 


72 ; BEER RE AB 
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(I—y—z) CuFeS,+ -2- CusFeS, + —2- Cus 
y; ぐ 1 WHE D (2) 式 に と ょ つて 生じ る 黄 鉄 鉱 量 
Z;<1 FSW KD (3) NICLOCAL ZRRKKS 
OPRMICHACNDLBZGNS, 
| RICMEALE EMT 2 RR ORMEIRTNEROMCD 2 (2H). 


2 
‘ | 7 | 
SAT DEAR ano | DREADS «| INA DEAS 
te FUL BaGAaL a Hs 現 出 黄 鉄 鉱 度 °C |Hbrs. Ba i Bi &K Gb 
1| mez | 24 | @ Bem | 400] 10 ZEER, 結晶 
200 12 2 30 ルル = He iD | ; Al 
ot oy | 220] 1 aie 5 mee 
250 | 1 ; 350 | 4 : 
50 2 | 1 yn 
5 ; eae 430 2 RRR ER 
10 70 F 5 ; 
st 80 . , a ; ic Ee 440 | 1 . 
300 | 100" 身 に 微粒 生成 i | 
120 ERS BET] 380 1 0 1 : 
る 450 | 1.5 - 
| 140 uw 2 
157 | 少量 生成 1 | D> ie fe 
Smee 5 | 0 O8 Vago | | CEL Cem 
. SN し 粗 粒 と な る 
1 dees | 400 |g | Zeng, | nee 
極 く 僅か 微粒 4 
10 を 生ずる 8 ? 490 | 1 


結 
山形 県 赤 山 鉱山 産 硫化 鍵 鉄 物 の 加 鶏 実験 の 結果 を 要約 すれ ば 次 の 様 で あ 


Dill 


1) 現状 黄銅 鉄 は 350°C PAVE Lb RUC CIE BES SBESMSE Hf IC Me 
EMME AK, BEVIS ARERR AIR & Fe Z 

2) BEGAN Sae O BREAGA MMII 300°C & b RRIPLIC HAC BES Ma HA 
CRBAEHIUTIBRS S 

3) HEAP OGME:, BRWSLAMIRIL 300°C £ b BYAICHAC MOMS 2 Fe 
DSL » SIC HEOAGL Ye Ana. 

4) SAMEMMIRIC CU) B-C\s % SEGA HO BONER 300°C LL Lae TE 
ICES COMRL BiFe iC HERG ART ZS, 

DEOG ( MICA wBO AGS 

a) 共生 構造 の 変化 


a a a a hte ik. 

b) BA AEVERIC £ SSO RR 

C) 2 硫化 鉱物 の 相互 反応 に ょ る 別種 硫化 鉱物 の 生成 

d) 硫化 鉄 物 の 分 解 に よる 別種 硫化 久 物 の 生成 

等 の 謀 現 祭 が 惹起 され る と いう 事実 は 劉 意 すべ き 事 柄 で あり , AOWMES 
WOMEN ARES REICH VLE RICHEY DT た ど と は 研究 の 
WIECH Z , 

RN LELOGIE kD . 

1) ACSA ESL od BtL—_ Be Sh GEILE (350°C 以上 で は 不安 定 , ALICE 
WOR DELS E D 後期 の 生成 物 で ある MARNIE 350°C 以下 
の 温度 去 生 成 さ れ た も る の と 思わ ゎ れ る 。 

2) PESMSK NILSEN, POSTE, BRSISLAANRIe 300°C 以上 で は 不安 定 
ES 200°C EE ercioTie 
RTECS, GEO CHESMBLRS Vo (ATHSSL H O BRSMEL, SAMAR AE Re 
SIS MBE it 200°~300°C 以下 と 考 を られ , と の 共生 体 が 存在 す 
れ ば , その 生成 後に 於 て % ゃ 200°~300°C Li bic men wer eas 
mWet Riss. 

等 が 理解 せら れ , HWEAAVIRBESS EL CR SZBEOMMRHZONS. 

WARES 2 1C24 0, 本 研 容 中 床 々 御 女 敬 な る 和 件 指 導 を 賜 つ た 渡 由 萬 炊 郎 売 生 に 評 意 を 

表す る 。 又 試 料 の 控 取 に 際 し 色々 と 便宜 を 与え を られ た ALLER LURE 


計 の 職員 諸氏 に 感謝 する 。 = fa ARWSP ES FNC TRO 
た 。 C SICH CARR RT So (東北 大 学 BABBICT) (50) 
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On the paragenesis of iron oxides and pyrite in the 
Yoshihara mine, Fukuoka Pref. 
kk 田 GAME (Shigao Hayashida) 
7 et (Hanzo Gohara) 


Dill 


縮 

一 般 に , RUC ARE Cd, 磁 鉄 銚 の 品 出 は 硫化 確 よ りゃ 初期 に 族 す る 

と 云 は れ て いる 。 SIC AGA CHCA RIC IA, RGR AL 
AF SRS, Belk 赤 鉄 鉄 よ り 後期 の RAE Moi S RUSKSEAS 認め られ 
Bo MROMIEZE ARITA” ICM SNS b, 後者 の 例 は 濁 


EWR GL Bak i 55 AB BB 8 4 昭和 26 年 8 月 
1) HEY: BRCIASIKICH C, AMA, 4, 42 
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VY, LUE SER ICA SARA BORE © IRL, BRE CASALL IE CSA 
の 成因 を 考察 する 。 
: 位 ere: 
ASKUNAHVRAO RM, MAL LOM IAC HEL aS Pe 
RE b pePiekm 4a C AM NBM ICET S, E-HOME ARR 
CE AREAOB BS HAR? £ Oi D, SSIS BATHIIC IS SL XK BAL SI 
て 走向 及び 傾斜 を 異 に する が , 然し 全体 を 広く 眺 む れ ば , 走向 は 大 体 東 西 
北 傾 狼 を 示す 。 以 上 の 水 成 内 に 対し , 火成岩 の 填 出 は 比較 的 夢 く , 鉱山 事 
ESATICHL CEASE, 或 は 北東 の 少 域 に 花 賠 関 線 岩 が 辻 出 し , 又 同 事務 所 
北西 方 の 白 岳 帳 及 び 門 司法 水池 の 北端 , 或 は 吉原 附近 等 に 点々 四 終 玲 岩 の 
小岩 株 捧 を な し て 見 られ る 程度 で ある (第 1 図 )。 然 し 玩 肉 に 於 て は 第 三 番 
ICAI, PUBROP ORS PHU ICI AAKIC BEL CAN BAKED 
ee, MEHR Cit EeaMOESL HSS Ml CLiMkAOW, F 
FRET MORE AAI BARR Im 内 外 で , ZOEMAAAME RHE 
i Fig. 1 FaP ERE CHS 
が , PARE Ma Las 
of Ae Pike EL CWS. 
af sale SEAR EA ARAL & 


[f= FF 50000 escent BIE 


‘i x a : j eae ee zat = ES 
Aiuto る 事 は 明らか で あ 
| ze pea 
Sees ° 
ce ] pase — SIPAEO KR 
= 岩 分 布 湊 態 は 基く 


BR PML CASRN 

wepgue ABE LD 南方 4km 
RICH BPH A 

nme OR 中 心 と じ て は , FE 
fea (SH ee SA 

Ost FER Raila Sh ar Rik OC 
広域 に 渉 つ て 分 布 
しゃ ZSEAEO 
右 族 岩 と 接 及 する 

1) Grunner: Paragenesis of Martite ore bodies and shaonetites cians 

Mesabi Range Econ, Geol. XVII No. 1 

2) 竹原 準 一 : TLNRHCEROMVEL HIRT oy 44 45 

PEARTS Ze : IOLINICING SHEER ARADO REL HWEISHESS 第 42 伏 

DP is7 gC RY SM RORKACSA RS BRE HIRENES 


aus 究 ee i? : 7 ; 


所 で は , 各所 に スカ ルン 帯 を 形成 する と 共 処 々 に 讐 床 を 用 胎 し て いる 。 

本 鉱床 は 地表 に 於 て は , いわ ば 花 賠 岩 と の 接 鐘 部 を DREN OBE 
| GEPRIC LD SAS, PRU DEAS CIS ESRO Mn ¢ BLRICHEL Ch x KROES 
る 事 よ り 見 れ ば , HORM LAT SH bie, 


te Os ae, ae 

本 硫化 鉱床 は 変質 粘 板 央 を 上 毅 と し , COS PRET ARB A, 西 毅 の 
SEFC CARL C, 不 規則 に 発 畔 する ス ヵ ルン 帯 の 下 に 東 , 西 2 (HOM 
x 等 大 の シュート 次 を な し , その 東 な る を 第 一 , 西 な る を 第 二 鉄 体 と 笑 す 
So ME CZSAMAOEMIL, MVEA RBORKLEGL CRAKE 
は 北 へ 70°~80° を 示し , 厚 さ は 大 体 20m (H—HA) 及び 10m (第 三 鉱 
fk), tRit 70m (第 一 鉱 体 ) 及び 60m (HIB), ASLO MADR HEM 
IRICHALT S, ii CZEO 
鉄 体 で 目下 控 据 中 の る ゃ の は , 
第 一 鉄 体 の 第 三 番 塊 道 以下 で ; 
Zk D ERICEEIC HED EL TC 
いる ( 2 Bl). 

PLC, Sh LAR OK BARR 
ky BYVOMNBAER REICH 
SY DBIKBLE Be Bt Te 
BILBO, 特に 
前 者 は 角 図 右 の 不 規 則 細 脈 で 
芯 通 され て いる が 』 SREL 
て 鉱 体 に 近く 方 解 夏 化 及び 終 泥 石化 し て いる 。 

ABM VIERA AD LAH ICHL CIEL TW SDS, REC It FAR IC 
HONS. DP\4G4E. GRABCIMKEBRL COS. CHAD Y 
SR eT CED CIE 4 PTC よ ょ つて は 磁 鉄鉱 の 細 
脈 で 貫通 され , 夫 等 は 一 部 更に その 後 の 成 生 に ょ る 方 解 石碑 と 松 成 脈 を 形 
RL CWS, か 、 2 LEAR EIR BEF Z RRS IE A ATALL H ADL 
ン 体 は 破砕 され て , RAO IRA CEH STL AIK BL Tn 
る 。 他 方 え スカ ルン は 第 四 番 塊 に 見 る 如く , 局部 的 で は ある が 赤 鉄 鉄 化 し た 
る の も ある 。 か る ろ る 赤 鉄 鍼 は 柄 稿 石 の 仮 像 を 保存 し , HeHICIROCRR 
鉄 と 共生 する 豆 は 著しい 事実 で ある 。 西 し て 計 黄 鉄鉱 は 硫化 鉱 体 を 造る 夫 
と 比較 し て 結 品 粒度 が 細か く 上 且 著 し く 磁 砕 さ れ て いる 。 

硫化 鉱 体 は = スカ ヵ r ル ン 帯 を 上 上 般 と し て , 不 規則 形 久 塊 の 集合 で ある が , 
AKE CLE Aiigysa—hRE BL, CBEMRT SHG It 10cm. 


/ 
f 
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以上 の 互 品 集合 で , HAL ARR IRS SRA CIE ANC 

る 。 布 し て 既 光 し た 如く 交 等 鉄 休 に 接し て は 石英 話 岩 等 の 脈 岩 が 見 られ る 。 
— KRICSAKO PARE Tet BAIS SSE ( Cid 0.5 mm 前 後 の 方 解 右 粒 の 
集合 より な る も, MICLOCASHAICHL (MEMES HLS DO, 一 般 に 
ABUT > GRAM CED ICHAT SHLD, 
re zx カ ル ン 

ス ヵ ルン は 主 に 細 粒 本 格 石 の 集合 で ある が , BAC LOCAL EOI 
A MEAL ET SOD S, EL CLADN y OBAL RMA CRALK 
HOMIE LOREAL IRA, . 石 英 , 更に 赤 鉄 鉄 , HEE OSA 
有 物 を 混 ま る 。 

1. 本 12 石 スッ ルン の 主体 を な し , 粒子 の 大 き さ は 大 体 0.5mm 程 
慶 。 自 形 を 示す 。 そ の 新鮮 な る の は 淡 鞭 ~ 黄 窟 の 補色 種 で , 不 規 則 の 列 開 
著しく , 等 方 性 を 示す 。 然 し 光学 異常 で 低 次 の 氷 色 王 渉 色 を 示す る の る も あ 
る が , LAGS — WIC RNBEE AL BIR 2 BS, HO EE RL Bt 
BIER ED TY BH LEBECH SB, TL CLS F-ORIRIL, 一 般 に 
TIRE CHi BAL C Wn OSs WIC BET A ROSA LEAL EERO DS Ic 
ROTM S. EL ChE KG EMG ATT BS, AIL ALE 
に 混在 する 事 も ある が , KKICATC AMO BABU AR ICEL CRE 
KA, CL CEO MMICHRMDSRAMICHORL THOS, SLD AMAR 
SRAMNE DKS L DEO AHS bi 3. MRL BS SRI ¢ OREALIA 
BRA TORARICHIRE kL RIAD & AIT 3 Ba CASH ORDEAL 
の 成 生 に は 2 期 を 割 す る 事 が 出来 る 様 で ある 。 

KICHRAM ST OBIL LOC, 単に 潤 械 的 に 磁 季 さ れ た る もの, BE 
SBP SILT FORT HRD EMRE RT BORD Ds か いる る の で 
は , WICKER DIRIRIC TY Os BEBE SI BURL OAEAK IC PRI Fe & OMB B 
他方 化学 的 に 多少 変質 し た も の は , その 色 が 褐色 度 を まし , 同時 に 複 屈折 
BROLD RCHKOGERTSS, 多 色 性 は 見 られ な い 。 そ し で て, か 
る 変質 も , TICHMAORBICHO, 或 は 粒子 集合 体 の 中 心 部 に 半 し い 。 
KIC LOCI, 終 熊 石化 或 は 終 泥 石化 も 見 られ る が , 之 よ り 更 に 一 般 
と 変 綿 し た と 思わ れる スカ ルン 塊 で は , 少量 の 終 泥 イ 石 片 及び 不 規則 形 の 右 
SUMTER Cs 全休 が 療 し く 方 解 石化 し , Z Di IC A REBRERO BLE be 
に 散 点 或 は 夫 等 粒子 が 軍 珠 状 に 相 軍 つて 弧 誠 又は 直線 誰 を な する の る も あ 
So CL CAAVE AH OMKIC RGR PSAPIR ToL, BIL EEBBIC TY 5 CAR 
状 に 有する は 和 興味 深い 。 

2. RREGRURIEG SMA IC Ik 2mm LOMO LOL, KE OH 


eM を ee Che 


か に 小 な る 細 粒 の も の が ある 。 前 考 は 自 形 の 輝石 粒 を ポイ キリ チ ツ ク に 色 
BEL» 何等 変 質 の を 跡 を 示す 事 る な く , 従 つ て 初生 的 の る も の で ある 。 後者 
AHIR ZA By & ARC RSBL CC, FEC DR ORGY BU, Mee 
WKAOCOCHS. WL CARCASS OEE C, EWE, Hekate 
TKO RB~4AIGE tes, 然し 最大 清光 角 は 32° ic LETS. BRS 
「 量 の 鉄分 を 合 有 する た め と 考 を られ る 。 | 
RUE AIS (I. % PHP kk A LE OBL LOCH SM, 前 者 より 
な る ゃ の は 後者 と 比較 し て 複 屈折 SERCO AIINGIE RT. ROE 
ORVEADSARELE LAS SRL, 特に 著しく 磁 鉄 然 で 交代 され て いる 。 
2 4 So B 

1. SRG GE PIG AIL EATIC kD ERP OR PROMEL Cr 3 Hid 
Le. ML CEDRRDOEDS TS LOUZEON BIC NAIA BRAREL 
あめ; BROZSA LOCAARMMAOMIRE RL CHS. RL bad ic 
FBO OBA ICO, MARICARERSME OTE CSM4LHS. UCHR 
BGMLERGL, LEMP CTMICRINE, BRHORRASL tA 
の REESE SAKIC Bet TS 
が , PRD RARE EARL TC 
いる (第 3 図 )。 ML, PLS 
TESMED DB Ahr WIT GK 
DIET AHL MRD ZCH, 
Do bea M yO hh We WAS 
カ か に する 資料 は 逐 し と が , Rak 


Hi “CUBR Te BIB BT SHE 
り 見 れ ば , DEERGKD AE ASARG 
鉱 に 移 ん まる と 思わ れる が , FR 
Ls WS SABRIC L SHH 
DNAPL % Fh PA ee 
TZADCHVEFNE EL 
aM. Rh BF CLAM RTE DAMA DSAERE D 
pate Saag CURIE ToL LPSAROGLE HL 
HHL CS PRED 6 AMR 
GORE bb BARIICHRTSb40EKpNS. 
2. Be i PE 磁 鉄 鉄 は 多く 自 形 細 へ 微粒 時 に 塊 其 を な する もの も あり ;, 
ZL CLP KAKOM< BSNS. 然し その 何れ に し て を も ゃ 量 は 極 


上 
C. 


78 AE Mn KS & | ~ 


DCW. = 

a. GIA AN HREOC ANU ONI CRIT 2 60. 

b. HMBELRAL Fe 所 調 赤 鉄鉱 中 に は , LE RAMEE SURE 
。、 な し て 混在 する 。 と の 時 , LEM ROMIUL A AE CHEAT CD 3 0 
" 従 つて 上 記 の 構造 は 多分 柄 格 石 自身 の 原 構 造 に 基く 化学 成分 の 相 異 に 
由来 する も の と 思わ れる 

c. ERCRRGLOMIRE TF} OMIA EBL ICD Z ARIROLIR & IC 
EST SRSA t OMAR C, FEO CRBS ARE L OBO 


Fig. 4 2 Fig: 5: 


Hy. Hi BOA GAMK M. 磁 KK @ 
ae: ads 2: M. fESKBE P. ee GK Oh 
G. HID ee C. 方 解 石 C. 方 fk 石 


KEDLOCHS. 

d. GLB D RIL Z ASSL BAH IC ALIA A Tae (SB 4, 5 図 )。 

= SE 黄 鉄 鍛 の 形態 及び 産 落 は 大体 乏 を 王様 に 区 別 出 来る 。 そ を 

の 一 は 硫化 久 体 の 主体 を な ず も の で , 結語 の 粒度 は 極め て 大 , BDC 
は 単 誤 と し て , COKE AIC 20cm 以上 だ も 適する る も の る も ある VS 
時 に 複 槍 な る 双 品 を な し て 集合 , 結 品 粒子 間 は 微小 の 葵 鉄 鉱 粒 を 混 ま る 方 
WEA CRIN SIN CHS. ZICML, スカ タル ン 中 の も ゃ の は 何れ る 細 品 で し て 
HY iL CHE COM COMMAS. 

DA Est 7eARGREL, RESRGK, TRERGLAA OBER EK BERIT HUE 

1. ARGRGLISFAIA A ICMOCZEBRTS. 
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2. pk ate AIMEE Ped OIE LEB 4 
oe ere eee 
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ab. fe So 
wee LIE AH YY LUBED PEAR YD, 本 硫化 鉄 体 の 成因 を 考察 す 
る に , HPA OPRPTIC HAL Pete BI Bit, MHL L CFe’”, 
Si SORML BML AD, ZEICGHRS MM CLAE BP on cH ー 
HOLIC HEHE, FRR Fe BAKE BE i 
ZICH CED DM LEC Fe. HB ELFVAROIREEOMET £, 成分 
ZBEACIL ADM VY FHA ORASUE Zhi CLEOR a 
iL CHB A DARGIS SRMOM SABECEZLOCH HH, 
) Ca,Hes (SiO,)y+ Na,CO, — FeO, + Na,SiO; + CaCO; + CO, +. 
Ds < CHE MAMBO RIAN SED CO, を 溶解 し , 乏 が 酸化 作 時 
は 先 ほ 品 出 そ る 磁 鉄 鉄 の 一 部 を 赤 鉄 鉄 化 し た も の も ある 。 他 方 か ぃ る CO; 
の 消失 が 原因 と な つて , —ROF RAILS ICBO, WLAArY 
LAAT SEL EBGA LV SHEIMC, CORMBIC DS SIGRKALO — 
—APSARESLIEL CH SOs, か る 成因 に よる も る の と 思わ れる 。 PRL 
WROARAILIRORAICELZLDOCHH55 ML CLICEA DREGE 
物 類 の 線 泥 石化 が 行 は れ た を 。 以 上 第 一 期 の 変質 過 程 の 末期 は 於 て , SEPIC 
児 る 石英 庭 岩 等 の 脈 岩 は 同期 変質 帯 附 近 を 再度 地 毅 の 弱 所 と し て 組 犬 し た 。 © 
そし て 之 た に 件 ひ 第 三 期 の 鉱 化 作 用 を 見 る に 玉 つ た が ,; PRU AM EH BAIS 
その スケ ー ル に 於 て 小さ く , 紀信 化 性 用 の 初期 於 ける 比較 的 低 潤 は 新た 
ee ee ere he a Be’ & G@ts MMAR 
BURA D AWM VIP IC BIEL CHA, APRA IT ERIE AD MRR IC ne 
: SEU CHI, FUCRAIAZEBRT SICBC ICME Rn. UAE 
r SU WE CHES A Jd BED HD CAB papas cases emai 
PRIA EL CHERAL Fe RIDA SACHS, - 
か きる 磁 鉄 鉱 の 品 出 後 Fe”, S” は 漁 度 の 降下 で 再度 黄 鉄 鉄 と じ て 折 出 
し た が , “AISI ATA CRE RDN ADL YE PMO AR HIC 
BRE ROCHE, 此処 に 本 硫化 鉱 体 を 形成 する に 至っ つた も の と 思わ れる 4。「 
Priee は Horn 鉱山 に 於 て の 次 鉄 鉄 より 後期 品 出 の 磁 鉄 鉄 の 成因 に 付 て , 
FARO S” が 初め 黄 鉄 鉄 と し て 品 出 減少 し た ため, 夫 が 後期 に 砂 鉄鉱 を 
凍 出す る に 至 つ た 。 そ し て その 問 に 鉄 化 作用 の 休止 を 老 を て いる が 然し そ 
の 休止 の 内 容 に 付 て は 明らか で な い 。 本 鉄山 産 の 黄 鉄 鉄 及び 赤 鉄 鉄 後期 成 
生 の 磁 鉄 鉄 は , 両者 が 夫々 噴出 期 を 異 に せる 異種 運 鉱 岩 の 両 期 に 渉 つ て の 
鉱 化 作用 の 結果 に 基く る の と 考え を られ る 。 
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8 REEL MIC SAREE T Bi 


On the igneous activities in Kakkonda region, Iwate Pref. 
: 


早 川 #2 久 (Norihisa Hayakawa) 


Abstract. In Kakkonda region, the writer observed the dacite 
eruption as the first products of the igneous activities. This dacite 


covered the basal Tertiary sediments and developed in large area as the 


lowermost lava flow. And this dacite is light bluish grey coloured rock, 
containing huge corroded bipyramidal quartz phenocrysts in the compact 
fine grained groundmass. 

The dacite masses with same characteristics are distributed at the 
neighbourhood of Oshuku and Uguisuzawa districts etc., southward of 
this region. 

This fact suggests that the dacite eruption of this type took place as 
the first products of so-called new stage igneous activities, covering the 
late tertiary to quarternary age, at the east side marginal region of the 
Ou-mountainland, Iwate Prefecture. 


8 


ml 


昭和 25 年 7 月 より 8 月 に 宜 る 約 30 BALAI ARI LOR 


所 並び に 硫化 鉄鉱 床 の 調査 を 行う 機会 を 得 た 。 乏 の 地域 は 大 部 分 が 新 期 火 
山 岩 類 及 火山 噴出 物 よ り 成 り , 2A OFT BHA, 分 布 氷 態 , HAAS 
数 個 の 火山 が 想定 され , Lt OPFWAS HE LAY RB Ob ABESE L BBE 
な 関係 を 有する も の 如く 考 を られ る が , 本文 に 於 て は 葛根 田川 上 流 地 方 
に 京 け る 火 成 活動 特に 初期 の 火 成 活 監 に 就 い て 考察 し 度 い と 思う 3 。 
之 の 調査 は M. 1. M. E. A. C. の 硫黄 及び 硫化 鉄人 久 床 調 栖 の 一 部 と し 
CHA OY SIC LOCTORAOCHA 4, BICZ ORE AIBRE 
を 人 与え 々 られ た 事 を NN eaeene Oe ee 
Fa FAS Jeg IE EMIS 4 RE PT Bea ARC ALT LOCH Se PHILA 


CR と HCRELAEEEUC ER ee ee 
i Ue A 及び 地質 調え 本 所 仙台 支所 
北村 信 疲 官 に 深謝 する 。 


so “= 
AS 


I 調査 


FARE EDU? (QP AKC EES 3 LARC, 北西 方 より 西方 
(LAURA, BURGER, 曲 崎山 , 大 白 森 , WETS, HGRA Slit 3 BRE DLC. 


BREACH L, 北東 方 は 小春 山 , 三 y 右 山 , AMAL KAW, BAe 


Me ee ee 年 8 月 
1) RASCH rae » T/AWHEI Bi 


\ CORR BE RE se gi,‘ 

iHta 2 BARE DCH EMMA, FB ELIOT AIC 2. 
 AAUROM RH, PUUNEMRL, 等 石町 の 北方 約 9 料 で 位 し , JEON 
は 定期 バス (盛岡 一 窒 石 一 西山 問 1 日 2 往復 ) 又は 不定 期 ト ラッ ク を 利用 
する と と が 出来 る が 調査 地域 内 は 本 く 車 馬 を 通じ な い 。 
・ 調査 地域 の 北東 より 西方 を 割 する 秋 線 は 海抜 L000 KY LORE GL 
mH, KEI, 大 松倉 山 , =y «All, SN #¥ LU Bila e, IRAE, =fSiU 
SL eK 1,400 KE A, 葛根 田川 の 河床 (Yee 500 乃至 700 米 ) CHL - 
て 500 米 以 上 の 比 高 を 有する 。 MEK Olu ¢ MPEAHLIC ACIDS S 
Ze , 地 域内 の 地形 は 極め て 険 吹 で , 葛根 田川 の 各 支 流 は 各個 鐘 の 流 路 を 
持つ た まい 本 流 に 合 し , BS SMUG ERED, 合流 点 に 於 て は 編 壁 を 千 
る 場合 が 多い 。 葛 根田 本 流 赤 至る 処 各 潜 深 湯 を 夢 ね , 地形 図 上 約 5 HOU 
EES ST SICH 6 時 間 を 要する と と も 稀 で は な い 。 | 

本 地域 は 叉 明瞭 な 火山 地形 を 示し , RAUL ABB, =» Gil, Br 
Br WUBIC LEER K REO RL, 大 白 森 る 五 万 分 之 一 地形 図 上 で は 骨 
か で な いて が , ZEBET Sit Thloide 型 の 中 央 火 昌 丘 を 有 有 し て いる こと と 
が 分 る 。 
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本 地域 の 地質 わり は その 大 部 分 が 新 期 火 山 岩 類 及 び KEE & ORD 
POA FA Ei 7 ノ 上 況 泉 附近 より 支流 南 白 沢 及び 鳥沢 に 宜 つ て 僅か に 基底 
第 三 系 を 赴 出 する に 過ぎ な い 。 NR 
新 期 火山 岩 類 及 火 山 叶 出 物 の 相互 関係 , SAAR, 岩 質 等 か ら 数 個 の 火山 
が 想定 され る が 記載 の 便宜 上 それ ら 汰 山 の 各 々 に 名 稽 を 附 し , KPA A 
Kil, BA AU ABC AIL FRAIL GPT AU AMA KID Ko 
RARUEWRRECELTS, RIAA KUAK* SROKA, IW, HE 
PRE L DKS AKU CHOT, CORAM AICHE CT, 題 微 鏡 的 に 
MICRA TUNE, AALS SOMERBH ON ZOCH SPAM 
び 地 質 図 作成 の 便宜 上 , 大 部 分 の 特徴 を 同じ くす る も の は , それ ら の 集 塊 
ms BK ESIC HEL, 各 火 山 の 噴 出 物 を 区 分 し , 旧 期 の も の より 順 
次 番号 及び 特 号 を 附 し , 例 を ば 葛根 田 火山 第 一 妖 岩 (KK:), EAE 
Hi (T2) 等 と 呼ぶ ぶ と と \ じ し た 。 と れ ら 各 火 山 及び AICS SARE RT 
と 第 1 表 の 通り で , その 噴出 の 順序 は 第 2 表 の 通り で ある 。 谷本 文 に は 
地質 図 は 省略 し た 。 


1) BEOBNL LCERTU RES [岩手 火山 」 中 に 覆 略 の 記載 を 見 る 外資 料 は な 


Wo 


8 ak ABROW RES 


18 OKLR OIRO 1. SRBER BPH RE 

j。 RAVKLLISRDEIR oun (5 葛根 田川 上 流 に 小 分 布 を 

I (ES) な す に 過ぎ ず ま , 他 地 域 の 第 三 系 と の 
re RE zee) 直接 の 連絡 は 見 られ な い が , AER 
信二 8 び 麻 位 学 前 に 上 下 2 層 に 分 た れ , 上 

1 MR ie) ARTE aL LIME EL 
ze (ont, AMEX PARRA LL -CHDELELH 2 DW Oh 
Bon, SEeRIL I CH 3. LA AMOR 
eee aI eG Bae ae aes 
i lon, ee tte HN (RL D AUER REC ALAR PS 


Chri) CBS) CMBR TS AER? ic 
fh wy > : 

eee || ML ER. 
RSPB Fk (Lies — fore It ROMS RTE ICTS TS BOE 


3 iRe 
5 
apa 
ars 


if 

(oN | Bab, 
FOR aK nae: 2. 火山 活動 stool sclneEm 
mul(2 Casein) の 順序 は 第 二 表 に 示し た 通り で ある 。 
a ae 葛根 田 淡 山 は 葛根 田 本 流 を 中 心 と す 
ran a ZAHHETIO KIC, を の 活動 は 
Hy, PB XIS tet PSUR MEHKIC 始ま り , Ky Ib 
Bec KORE: ICM, 流出 し 。 
Biles re と れ ら 噴出 物 は 基 庶 第 三 系 を 玲 つ て 
a) > | (SBME RA) 本 地域 の 下 底 に 広く 分 布 し , その 分 
«| Ke (eeseanlie) APSIKMOIC HSC LAG, 活動 が 
Aki BEBAUA i ABDC bine t LAYER ANS 4 


POR DOSAGE Ds © BLE OIE 7 EIA 
「 泉 附近 より 上 流 に 宜 る 地域 に 火口 を 有 し た も の と 想像 され , 此 の 地域 に は 
FATES OUR ROBE SILAS HL OS, EL GRR BJ IIA ASE A LY 
Dik DURCH 7e % ODS ew OMETS IC FEO CT ABAD 3k DBE & DEEL, RIC 
oe 
つた も の と 想像 され る 。 
BA KIL, ASAI, FORKS 鳥 蛋 子 火山 は 葛根 田 火 位 の 側 火 位 と 
し て 叶 出 し た も ゃ の と 考え られ , 鳥 階 子 火 山 を 最終 と し て , 前 三 者 の 活動 は 
1) 秋田 街道 た 連続 察 出 する 第 三 系 は 昭和 24 ERE ER OF IER RIC LO CRRA 
行 ひ その 堆 議 学 的 謙 間 題 に つい て は 昭和 25 SEE HE Bt ORS LIERL ie, 
北村 信 ; 早川 典 信 , 4 TEC: SIGH ASS RAPA lc OV ( 英 の 7 ERIS 


LIBRO BIC 3 BETA MSSM O 暦 位 学 的 問題 に つい て (RE) HHA 56, 656, 
fg 25. 5 月 


I 


B23 火山 活動 の 順 雇 相 前 後 し , 大 自 森 火山 及 
OKI ORD AH 


fi La erate tenet ke 

fA 安山岩 で ある に 対し 、 fay 

xan BE LE ROTO 
i} Kea (A Be Lar £0 

. | FE EMER KS, VBP AMS 

RS a \ pee’ 等 側 火 山 の 中 最初 に 活動 
AU Te | | る 0 MARKING KEMP ee oy es, fate 
Kit a DSPAGAKRE & OD, 現在 の 

RBI KS | ES PUPRED, =H 
Kil Ls ESAT, 7} A We 

FES TMB ICHRA KDE BET SCEASHDE, MSET AW ZED K AA 


ICME AE RK AH Fer oe Bal, TRK OR ORESDK OREIA— Be , 


残存 し て いる 。 MPKWEON, HAL < OA oes (T2) CO, 時 に 


T5em CRSICHTS, CR ~ anorthite の 成分 を 有 有 すそ Ha 


RAOH NE SAL CHES. 
FILE KW OR ADKINS LALO PALIT TIC BE BTR I DHE 


KUT, FORM KW OIA KE L CHL KE DEB ZAHM, 両者 共 


ZOB—ve (OM, Lh) ASHE AERA La CBOE a Be 
Up artC gt S, FRCKRA KUNE ES NS 
BOS GI RKOGRR OR AIE 6420, AGTH ae ee 
流 上 に 建築 され て 居り , BOSSA ARE 4 POAT I EIC RAC 

ne EAN ee 
動 に 就 い て , OAS gt St, BA, FR, Bin PK 


 KeStiga SA KW A, KEE AOKI & lita SCALA LE & beh Ry 
れる 北東 方 に 開い eat Te, Seeger. pet WCAC RIC BAM Ze 


HRD Bo DS TELE L Fo KE NEARL CS PICARD KBE MIC BEL TT, 


Be Et 2 PRR LAG RTT HER Ee 6 
. 村 を 越え を えて, BAW, ERE, Pees id ZR? (Ck UCHR St 
と は 本 地域 及び その 周辺 の 地 体 構造 並び に 火 成 活 動 に 関し じ て 注 目 す べき 津 
和央 で ある と 考え る 。 


I. 葛根 田 火 出 一 初期 火 成 活動 
ROM ¢, 葛根 田 火山 は 本 地域 に 於 ける 最 十 の 火山 で , を の 活動 は 本 
地域 の 初期 火 成 活 動 に 語 す る 。 本 火山 の 活動 な , SMR TOM HICH R 


—— 


1) HEATH E HEN ME ORIERRBICL do 


™\ 


i x 
84 iG ME Yn wt PRE A Be iy SERN AAS 


Dy Rie Ky~K, ORE MAIC HE LIME Le 
PSII ATL TAR (S Fe WT Z ALEK TACIT, 往々 直 簡 100m に 達 す 
SAB OBIM Pe It eA E  OPGReE BO, BU RL 


岩 塊 及び 欠 化 木片 を 含み 。 CATE RTS IER fe 2 LCA Pee tase 


kt] ROME ET ScCLEBDS, AHORA KR D OMA KUO 
PIRICIE IL COB ROL KA GHS, 

| SIRE (Ky) は 石英 安山岩 に 局 し , RAE EBL 2 Meowem atic 
MODS, COMAGEML CKWFTSCERAMCH Z, AIK 
ET OBE AC, (5mm LEC HES 2 Ah: BSB Ah 
BCHMIC RAT SC LEB WME TS. G7 EIT IRO EARL 
HEED % DIAZ UO it CHER L LCRA CRS, GER ICR 
TSE, BRAGG BRB, KROSROP ep L RZ AE MIC 
BRRORCA OME TNE BA, At StH CPB IS EICAEEIEL ¢ 
RONDE NET SC ERAMECHS 3, ASIAANANIC k 3 IEA 

を な し て 極め て 多量 に 含有 され , PEARL LOAIERE RL albite 
式 双 員 を な す と と 多く , 叉 昧 帯 構造 , 政 璃 質 包 庫 物 を 認め る 。 妊 長石 成分 
は albite Sih % TS REANIC INIT S 1 (010) 面 上 の 最大 対物 消 光 角 より 
HTML AR andesine c##4FS LOL MINS, LORCA 
LILPAKO GAS ETF SCLAWDZ, 

BURNER GE 21, HOE RIC EAE ZARIC OBL, 
© OBAGI % ET Zea L OB BUA UE TB EaS de % , MEIC IRR 
2/8 i. % lamination を 示し , 時 に pisolite を 含む と と が ある 。 

Bobet (Ka) は 含 石英 安山岩 に 局 し , 燈 岩 流 と 共に , BBO Haye 
OT. THO complex を な し , 葛根 田川 の 南北 両 内 に 分 布 す る 。 談 
MOTIB EOE AL 2 AMET BONED FURS, PYIRABES 2: LCE 
の 外 , KB OD ORAS (46 Lim 前 後 ) を 認め る 。 燈 岩 流 に は 板 欺 名 
POZE EL Wo BERIC RT RUZ, SHIR, BOUL IBIBO BLES Bt 
と ; RBA, DoE b web hyalopilitic 7438 pilotaxitic 構造 を 示す 石 
BRINCRTE 2 OB BRE KO NRBICG HEC BBEO BE MR SAGE B oF 
PA ORAM TEE ZI WHEN RL, albite stawth, HOARE anys, 
その 成分 は andesine (CH4FS LOL HANS, AIRC HOA 
BNC X STORE , HG DR EEN ICME hoa, BMG 


ORDA LD bBo, (ALS ETRE RARE Te Ly IRIC 


HRD 4 OEM ICD 2, 
BSREA (Ks) (2 HOE E21 PC Ly PORLRIEBR N 


ea en dete 


RN A AS 


fe A i ee oe Tne By 
i 


及び 本 地域 の 西部 に 分 布 し , RIC HEIRGTELO RE LA LH DHE KA 
洞 大 岩屋 附近 の それ は 美観 を 時 する 。 本 岩 は 次 黒色 乃至 黒色 の 細 粒 弧 窟 な 


MACH PIC RSME, SNKEH AB, RIG, BEB kb 成り , 


hyalopilitic #euke wo BE PICRHEA, BPRA, YARRA OBE MOS 
IC hiIC RA MKOMEBE BHS. GEPOMBORIE K, より る も 少く , 府 
FADE AMID EENK Wit cue MeL, albite st, carlsbad stau4h, JOsrRe 
Le GD, その 成分 は labradorite C#H4TSZLOLHHANSD’, PHM 
FLERE LD LABES (> PARICEEIE BL, SPER 
CHS, 


Soe (Ky) AREA PR LICL, KRUSE D FOR 


AHA FEC FORALL 1, BOREL O IE L CYATIC LOCH SE 
MORBE ATS. BHAA BEE BT SVR CREE IC 
RIN, 短 柱 其 を な す 稚 長石 微 品 , RHA, MRE ROV L b 
b hyalopilitic Jy pilotaxitic 構造 を 呈す る 石 基 中 に 柱 欺 叉 は 卓 其 の 許 
RAM ihe PRORRAGBEI, SPB, MRA, ROR Hts, 
PHEABE MIS albite st, carlsbad 4Gih, Baek 認め , その 成分 は 
labradorite に 相当 する も の と 推定 され る 。 HSPMAMEAE wLD 
TRE IC HR E SEAL, 多 色 性 は 微 田 で ある 。 単 笛 列 石 は 多く は 粒 其 を 
iL, COBILBDMAL DODO, HAIER Rebs BL, a 
Bu BC SS B bison 

DL EOS E HL CHEM KU OTT: DTI, HELO EA 
WOAKLWAL DANO ABA LW ICAYEL, CORA ORR 


_AZAABEALDIRZDP % andesine より labradorite (CAEL WePE b MERE 


に 進 と な と を 示し て いる 。 

炊 に 葛根 田 火 山 の 話 岩 の 中 で 特に 注意 すべ き は 第 一 妖 許 即 ち 右 英 安 山 岩 
DEH CH B « 7A FEE PBI ECS IG ICIS 2 ARK BG © Hee OWE 
ChHOM<., SRORMWIEMSEBKO AIRAEIa Gta, AEG 
(Hi CPE CHOIR & FG LE LEICA LL CW SCE EE 
FB. 

ZOD LE EAR LD DS fe © PACT PHS ES IC RC 
sealed aaa ae Deli gee 
AE OBR LIS FAT AS ES (a EO OTLB TES ON 


1) ee ae ee ng 
た 。 

2) 地 和 質 調査 所 河野 義 礼 隔 王 の 談話 に よる 。 

「3) WRATH ACN WALORAOAR RBI k So 


= 


86 ee ee 


QL ALY (1 Le Osta CAA LOMO HEF B)IC ESABL TC 
いる 。 

紫 の 事実 は 奥 季 山地 東 終 部 に 於 ける 新 期 火 成 活動 の 先 農 と し て 紫 の 衝 
ABE FE DUE AAS IT ILM FeREMEARL € OSPANL I LHe HERD Hb 
PARE L RPE BIR BT SEO NMC HZ5NS”, 


LV. 約 
以上 を 要約 すれ ば 
1. 葛 枯 租 上 流 地 方 の 新 期 火 成 活 動 は な , MISHA, BA KI, AE 
Kis FAIL, MRP ORL AA AIL 犬 倉 火山 に 分 類 され, その 各 
x に 属す る 燈 岩 ) 府 質 及 び 噴 出 順序 は 第 1 表 及 び 第 2 表 の 通り で ある 。 
2. 葛根 田 火 山 は 最 古 の 火山 で 角 春 逆 放 岩 の 噴 出 に は じ ま り Ki;~K, の 
燈 岩 を 噴出 流出 し , その 性 質 は 石英 安山岩 より 標 棋 石 両 殖 石 安山岩 に 座 化 
L, 酸性 より 才 基 性 に 進む と と を 示し て いる 。 

3. FOB AIL OHTA KU CACHRIC BD ZETA TL» を の 方 向 に 
BARR OFAFLERK YAEL DS, 
4. PORCH USS Herr EU Ae TD SE LN, ARLE 
SRE BD CRN KWAI PRICK 44iL> 同 岩 質 の も の は 松尾 村 , 
MPT AES ENE LOVE, 湯口 村 小沢 鉄山 周辺 等 に も 分 布 し , AAAS aR 

IC ZH) KBR O-AUEE KLPRLDEBAGENS, 


=EORWA— BKM Bio RL T (1) 
Study on some amphibole banded iron ores from Manchuria. 


#% 野 五郎 (Goro Asano) 

fs Gites FOB BA 

FEES A — BAK GRBAC AE LC lo S B FAIR GRSE ORE % MES AN Ze 

LDCH So CONRAIL, BR, 角 関 石 の 3 種 で ある 。 
角 関 石 は 通常 一 釣 石 中 に 一 種 命 まれ て いる が , HAN AOARAME ie 


ゃ の で , MOANA ER, BL AZEBRL COST EMER 
Wo 


HI DRE Oak HS 35 48 MS 34+ AN 26 a 8 A 
1), 筆者 の 未 発表 資料 に た よる 。 
2) 此 の 問題 に 関し て は 別 の 機会 に 渡 べ る こと し 庶 い 。 
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角 関 石 の 種類 と し て は 次 の 5 種類 が 挙げ られ る 。 ‘ 

1, カミ ング ゲト ン 角 図 石 一 鉄 関 石 系 角 図 石 

2, BANASGRARAN GA 

3, FRARG 

4, ペ バア ガス 石 

5, 監 関 石 質 角 関 石 
DLE OPHCHPIRGRIKIC BOR 2 SARA E L CPA S OP, Zit OF 
ER BBHOAICSLE M1 TW S, 

上 記 5 種 の 中 で 1 及び 3 OPGMIC OW TILVEICARE_LED に 研究 結果 を 発 
KL Fe, BRO TAH Ce Clk RBRO(LO 3 MX AU MMIC HES D7 
いと 思う 。 

透 角 図 石 一 陽 起 石 系 角 図 石 を 含む 締 誠 鐵 鐘 

AARP, 最も 多 で の は カ ヵ カミ ング トン 角 関 石 一 鉄 関 石 系 角 関 
石 を 含む 類 で ある が , Hhickv CHEOAMAREY, BANA 
BRAS ORME ICS BBB RAK % 乃 玉 十 数 % 程度 で ある 。 
併 し 基 外 に , HRO AI A— HK L ie L CFIC RA AR — HA 
EBRTSCLEMHS, HORKORA KKAMOMPBRA-—F RO 
REIC, FIRADBAICKOTCAL HRA BOR, RIRGEOGMME 
ee ee Ce ee Eee 
の と 思わ れる 。 : 

BIRCEANA-BRARAATHEC, 光学 己 数 を 測定 し た る の を 掲 
ば た 。 

BAKICLVAOCE MMS AIC ANS. FE y の 最高 は 1.650, aie 
般 に 存在 し て いる も の は y =1.639~1.650 で あぁ つて , 夫 れ 以上 の も の も , 
赤 以 下 の も の も 少 い 。 上 且 揚 挟 山 の y=1.625 OF Aly pO & (LAP Pp 
と 言 つ て よい 存在 で ある 。 KICZEONMWANC, Ke AUHMKMOS 
PAO ALF AOCI, 可 成 り に 導 土 を 含む も の が あつ て , KC 
y—a が 小さ い 様 に 思 へ る 。 WA) FEO AH ANG On & (RE 
の 好例 で あぁ つ て , Al,O,:MgO:CaO の 比 は 大 路 edenite 0 
訓 ろ 青 終 角 関 石 系 で ある と 考え られ る 。 併 し 光学 的 に 両 系 の 境 を 求め る 
と は 困難 で ある 様 に 思わ れる 。 ELMORE TELL, 仮に 第 ; 
表 の 角 関 石 を 総 べ て MEAN ALAR ANWACSH SE THE, KIC 
Winchell © Elements of opt. min. 所 載 の 図表 ょ り 求 め て , 前 記 の x 


1) BB: HR ARKRMHOOSNA—-Ai vay by LRARENA 岩 中 第 
33 & pp. 92098. BREKRGLALMKRGRCEE Ai 第 36 & pp175-183 


# a 


第 1 Se SSB ERI 
ig Di aw 
No.| ge. ‘wb | (-)2V NC 
a B Pp 4 


1.) 4 5A Uy | 81°15’ | 1.623 | 1-639 1.650 | 0.027 17° 
2 | 24 BA [lr] 76°42’ | 1.623-] 1.639 1.649 | 0.026 eS 


Bo) A ey opty 178° 1.620 | 1.633 | -1.644 | 0.024 | 14° 

4 | 28 gH iL | 70° 1.623 | 1.636 |°1.643 | 0.020 | —: 

eal BA hy es en 1,625 |1.635 | 1.643 | 0.018 | 19° 

6 |)  -¢ | 78°50’ | 1.624.| 1.635. | 1.642 | 0.018 | 16° 

7 | fie my [lr | 76°10" | 1.614 | 1,629 1.639 | 0.025 | 17,°5 
Be ee ay 170° 1.609 |, 1.629. | 1.637 | 0.028 | 16° . 
pice meen | —. |njon(110)} 1.634 | — 18° : 
ORM Site eas NE 


= 1.625—1.650 DFP AORSMLKILK OIC MLE SNS CHAS, 

H,CaMg,SisO2, ニー 72-100, (4)-F-T14}H) 

~H,Ca,Fe,SigOo4 28= "0%( eG 
本 系 の 角 関 石 は , その 総 さ て が , 鏡 下 に 殆 ん ど 無 色 ( 商 限 的 に は 白色 乃 
至 淡 吾 色 、 式 は 淡 青 終 色 ) で あつ て , 唯 部 分 的 に 青 線 角 関 大 に 変 ま る も の 
は , その 部 分 の み が 青 終 色 を 呈し て いる 。 eee 
RICKS BAM AL RATS 角 図 石 一 縮 汰 鉄 然 の 角 関 石 含有 量 ) 
は , 鉄 関 石 ) カミ ング トン 角 関 石 等 を 含む 場合 に 比 し て 少 い 。 目 角 四 石 其 
物 の 中 に 含ま れ て いる 鉄 の 含有 量 も 疾 か に 少 い 。 但 し 石英 の 含有 量 は 其 確 
多い 。 数 例 に 就き 積 臣 合 に 依り 求め た 容量 百分比 に より 邊 出し た 重量 百 分 
雌 を 第 2 表 に 示し た 。 


第 2 表 SAGAR RMR (BSH) 
ーー 


ke : a GK 量 
No.) Hh | 陽 起 石 石英 | 磁 鉄 令 


I 


: | 7 (S55) EG Te Men : 
1 | 頭山 | 86 | 446 | 46.8 | 1.649 | 0.8 (eeHy'33.7 cer) 
2 | wy wr} 10.6 |. 40.0 | 49.1 |} 1.644 0.7 5 
Stl yk ge FI) 41.6 | 28.9 |. 89.5 | 1.643 0.7 42.8 
AO) ANTEC ICA $9913- 1-59.94 2 aga 0.9 Why 
5 |} af ws} 14.5 | 44.01 41.5 | 1.639 0.7 32.3 


TAN EG la eae 
ERICK D) COMO AN A—BIKOGCIt mS» 7 by BIG —GRBA 
FREBU SDE D 1: BIE OVE OBS) OPUS CAO .2 Fa 


5 


aoe pe: 

. = Be hs + 

x oe oe ae 89 

第 3 表 AUILUE <7 AROMA 
DCs | nes | RUS | 複 屈 季 Bo BS 
oO. 6 = 

Zac |(H2V| «@ | B Poot yea, flo xX | 4 | 7 
Tie NN 1.628 | 1.634 | 1.643 |-0.015 | #& | 書 線 書 mw 
2 | 24° | 85°50’ | 1.643 | 1.654 | 1.667 | 0.024 | we ze] 1% | Rae 


折 分 比 
磁 鉄鉱 | 30.5 5.2 45.2 14.8 | 5.2 24.4 
ペア ガス 石 13.0 3.1 11.4 19.2 3.2 19.4 
FB Be 56.5 I 43.4 66.0 27 56.2 
WEIR RAIC £ So 
第 5 KR BAT WAR HRAGEOE (B 3 RO 1) ME 
Sata 
SiO, “1- ~ 48.60 
TiO, っ ジジ Al,O;-+MgO+CaO =5. 18% 
Al,O3 2.36 Al1,0; : MgO : CaO = 45.6 : 30.9: 23.5 
Fe,0; 32.62 (87 ZAG (Dana Oa system of min. に 依る . 
FeO 13.63 ORIEN 
Mae 0.01 |  AlOs: MgO : Ca0=36.3 : 32.8 : 30.9) 
MgO 1.60 \ 
CaO £22 
Na,O | O52, 
HOF se) 0.04 
+H» 0.21 
—H,O | 0.13 
P205 0.45 
S i Bh 
ah 101.09 
会 鉄 量 33.40 
it 電 3.42 
gr > LE ese 


90 475 WE Wn OE PE Se A BB 
ee 


2, Ws fal ARG BOG lt AEB RT vr 74 PCD 
つて , ABV D FICEERRL EICRED ANAL AL EBA SNS, 
KE DPKG POSS bIRLLAVY ( REREO RIO AA EY 6, 
By © RAGE LE JEIC HEAL RGM OI & FE Fe F GEASS E OTR TE 
を 示す 様 で ある 。 5 

斑 吹 山 に 産 す る 腸 起 石 - AEH POM, HL RNOANObs 
WAL DL HARBRAS 高い 。 肉眼 前 に REEL, GER IC 無色 , 多少 
(100) 上 の 双 品 を 行う も の が あり , MICRA MINKITS EDOLBS, KO 
TPR AT S 

(—)2V=83°, 4p p>v over X, ZAc=13° 

“a= 1.638, vy = 1.666, y—a=0.028 

C ONitAa A BASE AT A EGE AD PHM ie Se RTRECS S. 
又 と の 場合 の 如く , RELICS LO DMIAZEKL OM FRAOM 
iZBAIn bc eI, 鉄 関 石 の 場合 と 良く 一 致し , AME VICKEE 
Bt nA Oates i (Kio, 

ER PHARZAA- HK DBE 

TRAIN GUNG, © OMAK NABHED % Olc i, Al,O;: MgO: CaO 
DItASAKAT PABORMNMIC—-EKL, 上 且 光 学 恒 数 , 原子 比 等 に 於 て 光学 
VERDANT ガス 石 り と は 極め て 類似 し て いる と 思わ れる も の が 多い 。 併 し 
年 ら 天 等 は 総 べ て 光学 性 が 負 で ある の みな ら 了 本 , 多 色 性 は ヘイ スチ ング ス 
角 関 有 の も ゃ の に 一 致し て いる 。 ZICH TILBEIC BEAK L Ze, 

光学 性 が 正 で あつ て , 光学 恒 数 より 和 制 断 じ て も 全く ペア ガス 右 で ある と 
思わ れる 角 関 石 は 現在 まで に , 唯 歪 頭山 の 締 其 鉄 谷中 に の み 発 見 され て い 
る 。 を の 光学 恒 数 を 第 3 ANCHIS, 叉 成分 鉄 物 の 割合 を 第 4 表 に 示し た 。 
更に 第 4 表 の (1) の 分 析 値 を 第 5 表 に 記 る し た 。 
第 5 表 の 分 析 値 で は 通常 の パ ア ガス 石 より も 幾 分 妊 土 に 富む の が 指摘 さ 
れる 。 鎖 角 了 関 石 中 の 郊 素 の 存在 は 確か め ら れ て いな いい が, PLIBEORE 
が 必ず し も ゃ も ペア ガス 石 の 特徴 を 示す る も の で は な い 様 で あぁ る?。 ( 続 ) 


1) Larsen, E. S. and Berman, H: the microscopic determination of the 
non-opaque minerals. U. S. G. S. Bulletin. 848 pp. 224.225, 1934. 

2) PSUFITAR: 前 出 

3) Winchell, A. N. : Elements of optical mineralogy. part 1l. p. 247. 


HQR& Zapffe, C. A; Worden, C. 0,. Zapffe, C. i (fracto- 
graphy) は 治 金 学 で 発達 し た 題 微 鏡 写 真 技術 の 一 つ で ある が , とこ とれ を 鉱物 の 断 口 を 調べ 
Rok, ARA, ERA, HES, BA, EA, 方 解 石 と 双 品 し た 方 解 石 系 を 試料 
と し て , 写真 が 撮影 され た 。 この 写真 か ら 双 上 唱 , WH LOWS, 37 3BH, —o MBS 

tT REGO, 双 品 で 出来 た 細か い 條 線 , 百 桂 母 中 の 万 間 相 , BAL RAO 
その 他 成 天 の 不 明 の 模様 が 対 あ られ る 。 MOORS (la 型 ) ERO 方 敵性 に 基 づ 
くも の , (Ib 型 ) PRORROPRBZAHCES<( 40, (Ic 型 ) 外来 の 二 炊 的 相 に 基づく 
る の , (II 型 ) ed oe も ぁ の に 分 けら れる 。 BHO— A ER & 真 の 結 品 の 相 眉 
を 調和 する た あめ あめ に, 液体 の micellar condition に 固体 状態 の 源 が ある と の “micellar 
mm “BEL, これ と の 関係 を 附 記 し て いる 。 (Am. Min. 36, 202 へ 232, 1951) (ABR) 

FRB BIRICEIFS Y 其他 の 微量 成分 の 役割 Jaffe, H. Y, Sc 及び Zn 等 の 微量 

MICHRBAICSENCW So これ ら の 成分 が 特に 限ら れ た Hh. 石 に 見 出さ れる の は 類 
質 同 像 の 関係 で 説明 され る 。 即ち Y は マン ガン 打 机 石 に 常に 見 出さ れ 。 こ と これ は マナ 3 の 
イ す ン 半 径 が 1.06A で Mnt? の 0.91A に 近似 する た め , Y+3Al+3 と Mnt2Sit4 a3 
置換 する た めで ある 。 MSc は SLMAIC 見 出さ れ , Sct (半径 0.83A) と Mg 
(0.78 A) と の 置換 に 基く 。 Zn (0.83A) %$ 后 演 で ある 。 他 の 微量 成分 と し て は Ga, Ti, 
CreNa, bi, Dy. Gd. io, Yb; Er, La, ‘Ce, Nd, Pr or Py Ve By Be CR SH 
Pb, Cu 及び Nb が 分 光 分 折 で 検出 され た 。 (Am.- Min. 36, 1330155, 1961) (KF) 

ザン ソフ イラ イト Forman, S. A. ザン マフ イラ イト の 変種 で ある valuevite 
は 僅か た に 3 ヶ所 に 写 載 され た の み で あつ た 。 この 中 の 2 ヶ 思 の 試 類 に 就 い CHb L <A 
FL, これ を 残り の 1 ヶ所 と 比較 し た 。 即ち ョ シャ の Achmatovsk 産 の valuevite は 
ERAGE GC, 宏 聞 群 は C2/m, 堅 位 格 子 恒 数 は a=—5.24, b=8.98, C=9.79kX, B 


_ =100°10’, a:b:c=0.584:1: 1.090, 臣 位 格子 中 に Ca (Mg, Al) (Ales Si12) O19 


(OH), の 2 分子 を 含 。 比重 3.076, 光学 性 作品 , 屈折 卒 は B=1.662, 7=1.663, eth 
角 2V=19°30’, 2% California }j{ Crestmore 産 の valuevite ({LSMWICL ERS 
1% LEAL ARES, 堅 位 格子 恒 数 は a=—5.204, b=8.995. c=9.833 kX, B=100°04’, 
a:b:c=0.5785:1: T0987 衣 比 宣 3.076, fRIfasik B=1.659, Y=1.660, 2V=21°15’. 
イタ リー の Adamello oO る の は この Crestmore と 類似 し て いる 。 併 し 初め て Rose 


. た に 依 つ て 写 載 され た 黄色 種 と これ ら と る 終 色 種 と の 関係 に 就 い て は 人 千 問 是 が 残さ れ て いる 


(Am. Min. 36, 450~457, 1951) (K#e) 

Conichalcite, cornwallite, enchroite, liroconite 及び olivenite 
Berry, L. G. Conichalcite (iAH dhKICML, ARlt Pnam, 皿 位 格子 恒 数 は 
a=7.40, c=9.21, c=5.84 A, 4/CuCaAsO,(OH)] を 含み , 比重 は 4.33 で higginsite 
及び erinite 4cHLMROBKS BEART Cornwallite jTHAERK P2,/ac, a= 
17.61, b=5.81, c=4.60A, B=92°15’, 2,Cus (ASO,4)2-(OH),4}, ELBE 4.68. erinite 
DEFISCHLAROBAFREET So euchroite (RAHA, P2」 2121 で で, a= 
10.07, b=10.52, c=6.12 A, 4[Cuz AsO,(OH)-3H,O0], 比 軍 3.45, Z=b, Shih 
(001) 4A. Liroconite (xR 12/a, a=—12.70, b=7.57, c=9.88 A, B= 
91°23’, 4[Cu, Al (As, P) O, (OH),-4H,0], 比重 2.95. Olivenite [LBA RK 
Pmnm, a=8.22, b=8.64, c=5.95 A, 4 |Cu,AsO; (OH)], 比 軍 4.45。 leucochalcite 
は こと れ と 同様 の 粉末 写真 を 呈す る 。 (Am. Min. 36, 4840503, 1951) (AR) 

Empressite & Stuectzite. Thompson, R. M. Peacock, M. A., 
Rowland, J. F., Berry, =. G. Empressite は Colorado | Empress 
Josephine col peers Ag Te 式 で 示さ れる 鉱物 で , stuctzite は Transyl- 
vania の Nagyig か ら 産 する AgaTes OP MCHA0 ChbOrMyL, 人 工 的 に 作 
られ た AgsTes oe Ag-Te % X GREE CUML io CC empressite OM 
分 は Ag Te Mix Ag, Tes に 相当 し , Stuetzite は これ と 類似 する の で , stuetzite の 
名 称 は 除く べき で ある 。 (Am. Min. 36, 458, へ 470, 1951) 【 大 森 〕 
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